
平成22年中の災害発生状況
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　このたび、水槽付き消防ポンプ車が配備され
ました。
　この消防車両は、山間地や住宅街などの狭い
道路でも走行ができるように、小回りの効く３
ｔ車をベースに約 1,500 リットルの水を積載し
ています。消火栓や防火水槽が近くにない火災
現場でも迅速に消火活動が行えます。

前年に比べて火災件数が大幅に減少しました。
今後も地域と消防で協力し合い、災害の少ないまちづくりをしていきましょう。

　地域住民に愛される消防を目指して、東山梨消防
本部のキャラクターが決定しました。
　キャラクターには、自治体消防制度 60 周年を記
念して誕生した「消太」を、背景には「武田菱」を
採用し、第１号は、新配備したポンプ車の両側面に
描きました。今後、救急車、救助工作車等にも異な
る「消太」が登場します。

勝沼分署に新型車両が登場！勝沼分署に新型車両が登場！

車両キャラクターの紹介

　前年の2,654件に比べて17件
増加しました。
　内容は急病が全体の約60％
を占めています。これは前年と
ほぼ同じ割合です。

　前年の69件に比べて37件減
少しました。
　原因はたき火が12件ともっ
とも多く、次に放火・放火の疑
いと続きます。

　前年の37件に比べて16件増
加しました。
　内容は交通事故によるものが
半数を占めています。
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